
















































































































































































































　⑷ 宋登才「児童家庭との握手」『第一教育』（台湾子供世界社，第 10巻第 10号，1931年 11月 5日，44頁）には，
宋が家庭訪問で台湾語を使用する様子が紹介されている。
　⑸ 宋登才「帝都雑観」『台湾婦人界』台湾婦人社，第 5巻 8期，1938年 8月 1日，36頁。











　⒁ 宋登才「公一の教師用語に就いて（二等當選）」『台湾教育』台湾教育会，第 311号，1928年 7月 1日，69頁。




『台湾教育』台湾教育会，第 444号，1939年 7月 1日，43-47頁。
　⒄ 「国立台湾図書館　台湾学研究中心」http://www.ntl.edu.tw/mp.asp?mp=5（2013年 7月 1日閲覧）。




　⒇ 宋は自身の論文の中で「師範に入つたばかりの頃（1921年 4月か？）」から日記を「こ （ゝ1934年 8月現在）
に十有五年，一日もかゝさずつけて来た」と述べており，筆者所蔵（1927年 1月 1日-1929年 8月 19日）以
外の宋の日記が今後発見される可能性もある（宋登才「日記指導の実際」，『台湾教育』台湾教育会，第 385号，





「公一の教師用語に就いて（二等当選）」第 311号，1928年 7月 1日。
「公学校児童語彙調査の試み」第 327号，1929年 10月 1日。
「公学校低学年に於ける教室設備の実際（二等入選）」第 332号，1930年 3月 1日。
「真の教育を玉川塾に訪ねて」第 351号，1931年 10月 1日。
「レコードに依る聴き方指導の試み」第 380号，1934年 3月 1日。
「日記指導の実際」第 385号，1934年 8月 1日。
「公学校用国語読本改訂に関する私見」第 398号，1935年 9月 1日。
「童話構成指導―話し方の新生面―」第 411号，1936年 10月 1日。
「『ごっこ』指導の実際」第 414号，1937年 1月 1日。
「公学校用新国語読本の研究（上）―巻一の内容的方面の考察―」第 418号，1937年 5月 1日。
「公学校用新国語読本の研究（下）―巻一の内容的方面の考察―」第 419号，1937年 6月 1日。
「公学校用新国語読本の研究―形式的方面の考察―」第 421号，1937年 8月 1日。
「公学校用新国語読本各教材取扱の実際―十月分―」第 423号，1937年 10月 1日。




「公学校用新国語読本各教材取扱の実際（七）―十二月分―」第 425号，1937年 12月 1日。
「公学校用新国語読本各教材取扱の実際（九）―二月分―」第 427号，1938年 2月 1日。
「関東教育工作の先決問題」第 444号，1939年 7月 1日。
2．『第一教育』（台湾子供世界社編）に掲載された宋登才の全 7論文
「公学校硬筆書き方科教材とその取扱上の視点」第 8巻第 8号，1929年 9月 2日。
「公一教育と公一児童（一）」第 10巻第 4号，1931年 4月 17日。
「公一教育と公一児童（二）」第 10巻第 5号，1931年 5月 18日。
「公一教育と公一児童（三）」第 10巻第 6号，1931年 6月 11日。
「公一教育と公一児童（四）」第 10巻第 7号，1931年 7月 9日。
「児童家庭との握手」第 10巻第 10号，1931年 11月 5日。







「『台語和訳修養講話』読後漫言」，台湾語通信研究会『語苑』第 29巻 8期，1936年 8月 15日。
「帝都雑観」，台湾婦人社『台湾婦人界』第 5巻 8期，1938年 8月 1日。
